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市民学習会「子どもの成長から考える

小中一貫教育ってなあに？」

７月２６日(土)10:00～
和泉シティプラザ

お話：山本由美さん（和光大学）

和泉市学校給食検討委員会に栄養教諭として参加

しました。構成メンバーは、学識経験者２名（大学

の先生）、保護者代表２名、市民委員２名、中学校

校長代表２名、そして栄養教諭１名の合計９名です。

委託で安全でおいしい給食はできない
会議では、市はコストを重視し、自校直営方式は

一番お金がかかり、委託にすればどれだけ安あがり

になるかを強調しました。委託にすると和泉市の現

行基準より人員配置が多くなり、衛生管理の面でメ

リットが生じるともいっています。人員配置が多い

とどうして衛生管理の面でメリットが生じ、安全な

給食調理が可能なのかその根拠が私にはわかりませ

ん。委託の場合人員配置が多くなるのは、パート雇

用の調理員一人がやれる仕事量が十分でないので人

数を増やして仕事を完成させなければならないから

です。仕事が十分にできないのは、パートのため経

験が浅く、調理技術が未熟だからです。そのような

人たちの衛生管理の知識が十分にあるとは思えませ

ん。市は、調理責任者には十分な経験や衛生面での

知識があり、その人が他の人を指導するといってい

ます。しかし、たった一人の責任者が何人もいる調

理員すべての仕事を把握し、調理や衛生面の指導を

することができるのでしょうか。調理従業者全員が

きちんとした調理技術と衛生知識とを持っていない

と、安心安全でおいしい給食はできないと思います。

栄養教諭は調理員さんと
一緒に給食つくってこそ食育

栄養教諭は、今は午前中給食調理業務に手を取ら

れているが、委託にした場合は、業者が調理業務を

指示することになるので、時間的余裕が生まれ食育

に関する業務に時間を割り当てられると市はいって

います。調理を安心して任せられることが前提とし

てあるのならば食育に時間をかけられます。しかし、

未熟な調理員が多いと安心できません。安心安全な

おいしい給食を提供できた上での食育です。

栄養士は現在は調理作業に従事したり調理員さん

に直接作業の指示をしたりすることができますが、

委託になると請負業務になるので、法律上そのよう

なことができなくなります。栄養教諭が調理室で作

業の直接指示もできないのに、本当に今までと質の

変わらないおいしい給食ができるのでしょうか。と

ても不安です。私たち栄養教諭は、給食を通して食

育を行わなければ意味がありません。自分たちが考

えた献立が思った通りにできあがるように、調理員

さんたちと一緒に作ってこそ、給食が生きた教材と

なり、子どもたちに食育ができるのです。

直営の熟練調理員さんで
一番おいしく安全な給食ができる

５回までの会議で自校方式で給食を実施すること

が決まりましたが、委託か直営かは、平成２６年３

月３日の第６回会議で９名の委員による挙手で決ま

りました。結果は、委託反対は私を含む２名、賛成

７名でした。教育現場にいる小中の校長２名も委託

に賛成でした。ある校長は、自校の調理員さんが休

んだ時、今は他の学校に調理員の応援要請をしなけ

ればいけないのですが、委託にするとその仕事がな

くなるのはいいことだといわれていました。給食を

教育の一環として考えておらず、ただ事務的に面倒

だと考えているようです。委託になれば調理の監督

は業者が行いますが、委託業務の管理監督は市だけ

でなく学校も行わなければなりません。簡単に手間

が省けると喜ぶのは単純すぎるのではないでしょう

か。

私は、継続的に調理や衛生の研修を今まで続けて

きた直営方式（市職員）の熟練調理員さんの手によっ

てこそ一番安全でおいしい給食ができると思います。

現在の調理員さんたちが持っているすぐれたものを

後の新しい調理員さんたちに伝えていくことも大事

です。ですから、民間委託ではなく、直営の調理員

を採用して、和泉市が自慢できるすぐれた今の自校

直営の学校給食をこれからも続けていくべきだと思

います。

（発言原稿をもとに、編集部の責任で要旨にまと

め見出しをつけました。）
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